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卒業生の活躍

「建学の理念を胸に！」 社会で活躍する卒業生
特集1

座談会

開学25年、新たな飛躍を期して第2章へ 創価女子短期大学
特集2

創大ホームページ  丹木の歳時記より

構内に咲く紫陽花「文学の池」の睡蓮

歓迎フェスティバル 受験相談コーナー

Snapshots from Tangi

2009年

7月26日
2009年

9月20日
主な企画（予定）

日　程

OPEN CAMPUS 2009
毎年好評のオープンキャンパスを今年も開催します。

ふるってご参加下さい！

※実施学科：経済学科・経営学科・生命情報工学科・環境共生工学科

平成22年度入学試験日程決まる！
創 価 大 学

AO入試

公募推薦入試

センター試験利用入試・一般入試

出願期間（郵送のみ）
第1次選考合格発表日
第2次選考日
第2次選考合格発表日

出願期間（郵送のみ）
試験日
合格発表日

経済学科

法律学科

教育学科

児童教育学科

経営学科

人間学科

情報システム工学科

生命情報工学科

環境共生工学科

出願期間（郵送のみ）

試
　
験
　
日

合格発表日

平成21年9月7日（月）～11日（金）

平成21年10月8日（木）

平成21年10月18日（日）

平成21年10月28日（水）

平成21年11月2日（月）～10日（火）

平成21年11月21日（土）

平成21年12月2日（水）

平成22年1月4日（月）
～15日（金）

平成22年1月4日（月）
～28日（木）

平成22年1月16日（土）
・17日（日）

に実施される
大学入試センター試験
を受験してください

平成22年2月13日（土）

センター試験利用入試 一般入試

平成22年2月8日（月） 平成22年2月22日（月）

平成22年2月14日（日）

平成22年2月15日（月）

歓迎フェスティバル/キャンパスバスツアー/入試問題「傾向と対策講座（英
語・国語）/模擬授業（学科ガイダンス含む）/入試ガイダンス/保護者説明会/
受験相談コーナー/学食体験（有料）/本部棟自由見学/各施設見学/ビデオ
上映コーナーなど。その他記念品・資料等多数配布。

日

2009年

7月19日
2009年

8月23日

日

日 日

2010年

3月22日祝

事前申込不要、入退場自由

開催時間

創価女子短期大学
公募推薦入試

出願期間（郵送のみ）
試験日
合格発表日

平成21年10月28日（水)～11月6日（金）

平成21年11月14日（土）

平成21年11月20日（金）

一般入試

出願期間（郵送のみ）
試験日
合格発表日

平成22年1月4日（月）～22日（金）

平成22年2月5日（金）

平成22年2月12日（金）

10：00～17：00

創価大学キャンパスガイド2010
創価女子短期大学ガイドブック2010

創価大学・創価女子短期大学の受験生用
パンフレット（2010年度版）が完成しま
した！請求方法は以下の通りです。入試
要項（願書）も請求いただけます。ぜひお
取り寄せください。

          050-2015-0555

　                 が便利です。
以下に電話し、資料番号等を登録してください。

キャンパスガイドや
入試要項（願書）のお申し込みは・・・

※IP電話への通話ができない場合および話し中の場合は、06-6222-0102へおかけください。

「大学キャンパスガイド2010」・・・・・・・・・・151891
「短大ガイドブック2010」・・・・・・・・・・・・・174150
「過去の入試問題集（1年間分）」・・・・・・・・・・157070（短大含む）
「入試要項（願書）」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・160189（短大479409）
「AO入試要項」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・610950
●インターネット・携帯電話（http://telemail.jp）からも請求できます。

資料番号

完成！

IP電話番号

Soka University News 62号

編集部からのお知らせ 5月18日、創立者 池田大作先生に、英国・クイーンズ大学名誉博士号が授与されました。写真はスピーチする創立者。編集部では読者の皆様の声を募集しております。感想などがありましたら、以下までお寄せください。これからも充実した誌面づくりに努めてまいりますので、何卒よろしく
お願いいたします。 ※皆様からいただきました感想などは「読者の声」の欄で紹介させていただく場合があります。  FAX：042-691-9300　E-mail：hiroba@soka.ac.jp

●編集発行／Soka Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｎｅｗｓ 編集委員会　●発行責任者／田代 康則　●編集長／藤本 英一
〒192-8577 東京都八王子市丹木町1丁目236番地　Ｔｅｌ.042（691）2215　Ｆａｘ.042（691）9300　ホームページ／ http://www.soka.ac.jp　2009年7月3日発行
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硬式野球部3季連続31度目のリーグ優勝、全国大会ベスト4！ 2009年度 特待生（各学部・学年で成績最優秀の学生）

小島　健

西島　沙也加

杉本　富士孝

津覇　佳代子

三田　光洋

寺田　和之

五十右　幸代

洲崎　美子

酒井　亮

森岡　久美

中岡　正文

東　稔

酒井　彩子

横井　智沙加

信国　桂子

岩間　豪樹

溝渕　幸一

宮崎　邦義

塩山　藍

平井　幹子

宮田　雅恵

小竹　一雄

矢野　奈々子

小野塚　信

大谷　多恵子

山崎　英樹

安田　世羽

高谷　聖子

山添　千陽

安　恩志

須山　朋美

森田　華子

鈴木　圭佑

角田　志貴保

高橋　千尋

細木　貴子

長野　静子

久保田　和子

信田　昌城

引田　大地

木下　正信

富山　哲

飽浦　久美子

荒井　和子

椿本　慎

藤澤　栄一

安井　伸治

山添　光弘

宇野　明美

高橋　有紀

戸前　優子

寺本　水羽

田中　麻紗子

西野　優理子

南　未希

渡辺　奈央

金子　唯

森島　和代

田村　敬子

金　永善

高橋　正明

新屋　さつき

野田　淳子

平片　明美

西川　有紀

野島　麻美

佐藤　瞬

堀江　妙子

高橋　光一

縄田　真大

井戸田　哲也

坂本　敏昭

寺西　翔大

木村　孝広

酒井　洋一

石原　修平

村木　栄雄

澤　清久

柿崎　正敏

岩下　信輝

新井　一幸

石橋　伸子

佐藤　安奈

合津　友美

竹江　紘世

西山　美奈子

高田　雄将

坂　奈保美

樋口　正子

程塚　勝寛

星野　麗子

徐　美林

淤見　貴子

落合　貴宣

堀江　純子

原田　敬子

車谷　洋子

五十嵐　舞花

馬込　翔子

樫村　美穂

小畑　良枝

野沢　紫織

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科2年

経済学部経済学科2年

経済学部経済学科2年

経済学部経済学科2年

経済学部経済学科2年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科2年

経営学部経営学科2年

経営学部経営学科2年

経営学部経営学科2年

経営学部経営学科2年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年

法学部法律学科2年

法学部法律学科2年

法学部法律学科2年

法学部法律学科2年

法学部法律学科2年

法学部法律学科2年

文学部英文学科4年

文学部英文学科4年

文学部社会学科4年

文学部社会学科4年

文学部人文学科4年

文学部人文学科4年

文学部日本語日本文学科4年

文学部外国語学科中国語専攻4年

文学部外国語学科ロシア語専攻4年

教育学部教育学科4年

教育学部教育学科4年

教育学部教育学科3年

教育学部教育学科3年

教育学部教育学科2年

教育学部教育学科2年

教育学部児童教育学科4年

教育学部児童教育学科4年

教育学部児童教育学科3年

教育学部児童教育学科3年

教育学部児童教育学科2年

教育学部児童教育学科2年

工学部情報システム工学科4年

工学部情報システム工学科4年

工学部情報システム工学科3年

工学部情報システム工学科3年

工学部情報システム工学科2年

工学部情報システム工学科2年

工学部生命情報工学科4年

工学部生命情報工学科4年

工学部生命情報工学科3年

工学部生命情報工学科3年

工学部生命情報工学科2年

工学部生命情報工学科2年

工学部環境共生工学科4年

工学部環境共生工学科4年

工学部環境共生工学科3年

工学部環境共生工学科3年

工学部環境共生工学科2年

文学部人間学科総合人間学専修3年

文学部人間学科社会学専修3年

文学部人間学科総合人間学専修3年

文学部人間学科人文学専修3年

文学部人間学科社会学専修3年

文学部人間学科社会学専修3年

文学部人間学科総合人間学専修3年

文学部人間学科英語・英米文学専修3年

文学部人間学科総合人間学専修2年

文学部人間学科英語・英米文学専修2年

文学部人間学科社会学専修2年

文学部人間学科中国語・中国社会文化専修2年

文学部人間学科ロシア語・ロシア社会文化専修2年

文学部人間学科総合人間学専修2年

文学部人間学科人文学専修2年

文学部人間学科社会学専修2年

Student Activities

2009 scholarship recipients

　５月18日（月）、東京新大学野球連盟の春季リーグ戦が
東京・大田区の大田スタジアムで行われ、本学硬式野球
部は５－４で流通経済大学に勝利。３季連続31度目の
リーグ優勝を果たしました。
　６年連続17度目の出場となった第58回全日本大学野
球選手権大会（東京ドーム、明治神宮球場）では、６月10
日広島経済大学、11日東北福祉大学、12日東洋大学に勝
利。13日準決勝、富士大学との対戦は、熱戦の末、残念な
がら0-2で惜敗しましたが、連日にわたる激戦を戦い抜いた
選手たちにスタンドから惜しみない拍手が送られました。
　岸雅司監督は「応援、本当にありがとうございました。残
念ながら試合には負けてしまいましたが、投手の大塚をはじ
め多くの選手がこの大会で成長しました。選手は満身創痍
のなか、持てる力をすべて発揮しましたから、悔いはありま
せん。ベスト４の壁は残念ながら破れませんでしたが、今後

も創価の野球を貫いていきます。もう一度鍛えなおして、
決して諦めずに必ず日本一になります」と語りました。

本学柔道部は、５月24日（日）に、日本武道館で行われ
た「東京学生柔道優勝大会」に出場し、女子は準優勝、男
子はベスト16に輝き、男女ともに、全日本学生柔道優勝大
会（６月27日、28日 日本武道館）への出場を決めました。
　男子は初戦で、慶応義塾大学を破り、続く中央大学戦
で惜しくも敗れましたが、２年ぶりの１部昇格を果たし、全
国への切符も掴むことができました。
　女子は、３人制の部で明治学院大学、東京大学を圧
倒。決勝では、強豪・早稲田大学を相手に１敗１分け。迎
えた大将戦で秋山樹里さん（教育学部・４年）が背負い投
げで一本勝ちし、同率に持ち込むも延長戦で惜敗し、準優
勝。秋山さんが優秀選手に選ばれました。
　石橋清二監督は「日々のトレーニングの成果を遺憾なく

発揮できた大会だったと思います。ある意味では、大きな自
信となった今大会です。全国大会までに、さらにトレーニン
グを重ね、どこまでも日本一を目指しながら、創立者をはじ
め、応援してくださる多くの方々にお応えできるよう頑張っ
てまいります」と決意を語りました。

Baseball team wins 3rd consecutive league title, reaches nat’l Final Four!

柔道部が全国大会出場決定！
Judo team powers its way to national tournament!

氏名 学科／年次 氏名 学科／年次 氏名 学科／年次
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経済学部経済学科4年

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科4年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科3年

経済学部経済学科2年

経済学部経済学科2年

経済学部経済学科2年

経済学部経済学科2年

経済学部経済学科2年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科4年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科3年

経営学部経営学科2年

経営学部経営学科2年

経営学部経営学科2年

経営学部経営学科2年

経営学部経営学科2年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科4年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年

法学部法律学科3年
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2009 scholarship recipients
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日広島経済大学、11日東北福祉大学、12日東洋大学に勝
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念ながら試合には負けてしまいましたが、投手の大塚をはじ
め多くの選手がこの大会で成長しました。選手は満身創痍
のなか、持てる力をすべて発揮しましたから、悔いはありま
せん。ベスト４の壁は残念ながら破れませんでしたが、今後

も創価の野球を貫いていきます。もう一度鍛えなおして、
決して諦めずに必ず日本一になります」と語りました。
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発揮できた大会だったと思います。ある意味では、大きな自
信となった今大会です。全国大会までに、さらにトレーニン
グを重ね、どこまでも日本一を目指しながら、創立者をはじ
め、応援してくださる多くの方々にお応えできるよう頑張っ
てまいります」と決意を語りました。

Baseball team wins 3rd consecutive league title, reaches nat’l Final Four!

柔道部が全国大会出場決定！
Judo team powers its way to national tournament!

氏名 学科／年次 氏名 学科／年次 氏名 学科／年次
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第３回「キャンパスエコツアー」が
開催されました。

　今回のテーマは「“根っこ”に注目してみよう！」でした。
　「季節の色発見コース」等のコースに分かれ、晴天の
キャンパスを歩きました。
　蓮保存会の皆さんが案内したコースでは蓮と睡蓮の
違いを確認。ハスの根、蓮根をじっくり眺めてみたりしま
した。ウスバカゲロウの“ルーツ”であるアリジゴク
や、あの立派な角をもったカブトムシの
“ルーツ”である幼虫にも触れることがで
き、子供達は大喜び。第４回目は夏に実
施する予定です。

第３９回創価大学・第２４回創価女子短期大学入学式を挙行

　４月２日（木）、第39回創価大学、第25回創価女子短
期大学入学式が桜花薫るキャンパス内、池田記念講堂で
挙行されました。式典には、創立者 池田大作先生と共に、
韓国海洋大学の呉巨敦総長一行、ドイツ・ミュンヘン大
学のミヒャエル・フォン・ブリュック教授一行、中国青年代
表団一行らが出席。
　席上、創立者 池田大作先生に対し、韓国海洋大学の
呉巨敦総長より「碩座教授」称号が授与されました。（碩
座教授とは、「碩学」を讃える学術界の栄誉）

39th Soka University/
24th Soka Women’s College Entrance Ceremony

構内循環バスが運行を開始

　総合体育館完成に伴い、４月６日（月）より総合体育館
への構内循環バスが運行を開始しました。乗・降車できる
のは、工学部棟前・学生ホール前・本部棟前の３箇所。工
学部棟から本部棟を経由し、再び工学部棟に戻るコース
で所要時間は約１３分です。
　運行期間は、授業実施期間の休み時間の運行となります。

On-campus bus route opens

3rd campus eco-tour conducted

カブトムシの幼虫に触ってみたよ
新緑の中へ

3月
テヘラン大学　ハッサン・ラヒームプール・アズガティ教授一
行が来学 中国青年代表団一行が来学2（木）【中華人民共和国】

デューイ協会　ジム・ガリソン会長が来学

上海師範大学国際交流処　夏宏興副処長が来学

黒竜江省社会科学院　劉爽国際問題研究センター長一行
が来学

4月

4月

マイアミ大学　オーホベック副学長が来学13（月）【アメリカ合衆国】

5月

南カリフォルニア大学　ケイト・オコナーランゲージアカデ
ミー所長が来学17（金）【アメリカ合衆国】

グアナファト大学　アルトゥーロ・ララ・ロペス総長一行が来
学20（月）【メキシコ合衆国】

世界華文文学連合会　潘耀明（ハン・ヨウメイ）執行会長一
行が来学25（土）【中華人民共和国】

2009年
3月・4月・5月

3 6  金
ウェールズ大学 リチャード・ターナー氏が来学

英国 3 17 火

アキーノ 大学アントニオ・サアベドラ総長一行
が来学

ボリビア共和国

4 10 金 キルギス共和国 4 17 金 中華人民共和国

4 24 金

河南師範大学 張亜偉校務委員会主任一行が
来学。創立者に河南師範大学名誉教授称号が
授与されました。

中華人民共和国

4 22 水 オーストラリア

5 14 木

ステファンソン駐日大使夫妻一行が来学
アイスランド

主な来学者

5 28 木

新疆財経大学 アスハー学長、新疆ウイグル自
治区 楊剛常務副主席一行が来学  創立者に新
疆財経大学名誉教授称号が授与されました。

中華人民共和国

ミュンヘン大学　ミヒャエル・フォン・ブリュック教授一行が
来学

マラヤ大学　ガウス･ジャスモン副総長一行が来学

イシク・クル国立大学 アリムバイ・トクトソピエ
フ総長一行が来学。 創立者にイシク・クル国立
大学名誉教授称号が授与されました。

福建農林大学 翁善波副学長一行が来学。創
立者に福建農林大学名誉教授称号が授与さ
れました。

シドニー平和財団 リース理事長一行が来学

18（月）【英国】
クイーンズ大学　ピーター・J・グレッグソン学長（副総長）
一行が来学。創立者にクィーンズ大学名誉博士号が授与
されました。

韓国海洋大学　呉巨敦総長一行が来学。創立者に韓国海洋
大学碩座教授称号が授与されました。

Selected List of Visitors

が

した。
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なります。

3（火）【イラン】

17（火）【アメリカ合衆国】

18（水）【中華人民共和国】

22（日）【中華人民共和国】

2（木）【ドイツ】

2（木）【大韓民国】

13（金）【マレーシア】

蓮と睡蓮の違いを確認
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　1973（昭和48）年7月13～15日の3日間、創価大学において
「第2回滝山祭」が盛大に開催されました。
　滝山祭期間中、創立者は、炎天下のキャンパスを歩かれ、連
日、汗まみれになりながら学生を激励されました。
　初日の第2回滝山祭記念講演「スコラ哲学と現代文明」にお
いては、創価大学の未来への使命を訴え、2日目には、寮の中や
周辺で行われている展示や模擬店を一つ一つ回られ、学生と
数々の出会いを重ねられました。
　最終日には、中央体育館で行われた盆踊り大会に出席。学生
の踊りの輪に入り、一緒に踊られました。さらに、自ら浴衣姿でバ
チを握り太鼓をたたかれました。額からは汗が流れ、手にできた
まめが破れても、バチを打ち続けられました。
　さて、ここで紹介するのは、創立者が滝山祭の展示会場を回
られていた際、学生からの要望に応え、素焼きの大皿と大壺に
筆を執られたものです。
　大皿には「わが弟子よ 人間の 王者たれ」、
　大壺には「健康 栄光 英知 勝利 福運 情熱 正義」とあります。
　創立者は、盆踊り大会でのあいさつの際、「学生の将来のた
めに」と大壺に書かれた7つの言葉に触れ、「第一に生涯、健康
たれ」「第二に生涯、青春たれ」「第三に生涯、栄光たれ」「第四
に生涯、福運をもて」「第五に人生の勝利者たれ」「第六に生

涯、英知の人たれ」「第七に生涯、正義の人たれ」との指針を示
されました。

Soka University’s precious collection
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ノーベル賞受賞者を囲むフォーラム

　6月1日（月）、本学が協力した「ノーベル賞受賞者を囲む
フォーラム・21世紀の創造」（主催/読売新聞社、NHK）が、
国連大学ウ・タント国際会議場（東京都渋谷区）で開催さ
れました。「エイズに挑む科学者たち̶̶人類の未来をか
けて」をテーマに、エイズウイルス（HIV）を発見した功績に
より2008年ノーベル賞医学・生理学賞を受賞したフランソ
ワーズ・バレ＝シヌシ氏（パスツール研究所教授）による基
調講演のほか、本学卒業生・青木美由紀さんの活動報告、
エイズ予防財団理事長・木村哲氏、国立感染症研究所エ
イズ研究センター長・山本直樹氏、バレ＝シヌシ氏によるパ
ネルディスカッションなど多彩な内容となりました。

　青木さんは、NPO法
人・シェアの海外事業チー
ムリーダー。これまで東
ティモールや南アフリカな
どで保健・H I V / A I D S
サポートプロジェクトに関
わった経験を語りました。
とくに南アフリカにおける
エイズの蔓延の現状、差
別と貧困のうちに12歳で
亡くなった子どものエピ
ソードなど、自らが体験し
た貴重な現地報告は、衝
撃的かつ感動的なものでした。「草の根の人と人とのつな
がりを大切にしながら、健康で平和な社会作り、世界作り
に取り組んでいきたい」とアピールで締めくくった青木さん
に、会場から惜しみない拍手がおくられていました。
　また、同フォーラムでは、老川読売新聞東京本社代表取
締役社長、フィリップ・フォ―ル駐日フランス大使、本学の山
本学長が挨拶をしました。

Soka students in forum with Nobel laureates
流れ星に"願い"をこめて、子供たちの夢を募集！
創価大学の超小型人工衛星「Negai☆″(ねがい)」来年夏、宇宙へ打ち上げ！

　創価大学工学部が開発中の超小型人工衛星「Negai☆″」
（黒木聖司研究室）が、金星探査機「PLANET-C」の相乗
り衛星として来年夏、宇宙へ打ち上がります。
　同衛星は子供たちの夢を搭載し、地球を約20日間周回し
た後、大気圏に突入して流れ星になります。
　わずか10cm立方の小さな「Negai☆″」が、子供たちの
"願い"を宇宙へ届けます。

Soka microsatellite Negai (Wish) set for launch in summer 2010

　シンポジウムの午前の部では、クイーンズ大学ケネス・
ブラウン副総長補が基調講演を行い、創立100周年を迎
えるクイーンズ大学が、国際社会に有為な人材を多く輩
出してきた歴史に言及され、「創価大学が目指す平和の
哲学は、クイーンズ大学のもつ寛容と相互理解の精神と
相通じるものです。クイーンズ大学はこれから、大いに国
際的ネットワークを広げて参りますが、池田先生の教育哲
学を大いに学び、より国
際的な大学にしていき
たいと思います」と語り
ました。

　５月19日（火）、英国・クイーンズ大学と本学が共催する
記念シンポジウムが開催されました。このシンポジウムは、
創立者 池田先生の名誉博士号受章を祝賀して行なわ
れ、本学教職員・学生等が参加しました。

英国・クイーンズ大学と本学共催の記念シンポジウムを開催
Soka, Queen’s University Belfast hold commemorative symposium

創価大学では衛星に載せる子供たちの夢を募集しています。

募集資格 小学6年生以下 募集期限 平成21年7月31日(金)消印有効

宛　先
〒192-8577 創価大学工学部黒木研究室「ねがい」係
※通常ハガキでの受付となります。裏面にイラスト等、自由にご記入下さい。そのままマイクロフィルムに転写し、衛星に搭
載します。イラスト等は連絡なく研究室ウェブサイト等で公開させていただく場合があります。あらかじめご了承ください。
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Campus News

　1973（昭和48）年7月13～15日の3日間、創価大学において
「第2回滝山祭」が盛大に開催されました。
　滝山祭期間中、創立者は、炎天下のキャンパスを歩かれ、連
日、汗まみれになりながら学生を激励されました。
　初日の第2回滝山祭記念講演「スコラ哲学と現代文明」にお
いては、創価大学の未来への使命を訴え、2日目には、寮の中や
周辺で行われている展示や模擬店を一つ一つ回られ、学生と
数々の出会いを重ねられました。
　最終日には、中央体育館で行われた盆踊り大会に出席。学生
の踊りの輪に入り、一緒に踊られました。さらに、自ら浴衣姿でバ
チを握り太鼓をたたかれました。額からは汗が流れ、手にできた
まめが破れても、バチを打ち続けられました。
　さて、ここで紹介するのは、創立者が滝山祭の展示会場を回
られていた際、学生からの要望に応え、素焼きの大皿と大壺に
筆を執られたものです。
　大皿には「わが弟子よ 人間の 王者たれ」、
　大壺には「健康 栄光 英知 勝利 福運 情熱 正義」とあります。
　創立者は、盆踊り大会でのあいさつの際、「学生の将来のた
めに」と大壺に書かれた7つの言葉に触れ、「第一に生涯、健康
たれ」「第二に生涯、青春たれ」「第三に生涯、栄光たれ」「第四
に生涯、福運をもて」「第五に人生の勝利者たれ」「第六に生

涯、英知の人たれ」「第七に生涯、正義の人たれ」との指針を示
されました。

Soka University’s precious collection
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　学校法人創価大学の平成20年度事業及び決算について、ご報告いたしま
す。経済状況の大変厳しい中にもかかわらず、多くの方々からご支援をいただき、
キャンパス整備計画・教育内容の充実整備も順調に推移しております。創価大学
を支えてくださるすべての方 に々深く感謝申し上げます。
　一方、経費節減には教・職員一体となり取り組んでおり、また科学研究費をはじ
め外部資金獲得にも積極的に挑戦を続けております。

　平成20年度は、待望の総合体育館、創大門・創大シルクロードが完成いたしました。
　翌21年度は、大教室・食堂棟が9月完成予定であり、新総合教育棟建設を目指し
て中央体育館の解体が始まる等、第2期キャンパス建設計画がいよいよ始まります。

　  財務状況の推移
ここ4年間の財務状況の推移は下記のとおりです。

　本年度の消費収入は、寄付金収入を除いては前年度並みの水準でした。また
消費支出は、管理経費の増額や資産処分差額などが増加しました。ただ、教育
用機器や旧グラウンドの除却により基本金組入れが縮小し、結果として消費収支
差額は、当初の予算どおりでほぼ均衡の状況となりました。
　今後とも、さらに経費削減の努力と収入増加に取り組み、学校法人会計基準
による“消費収支の均衡”を維持し、累積消費支出超過額（△48億円）の改善を目
指して、一層の努力を重ねてまいります。

　  収入の状況
　学生生徒等納付金（学費）収入は、予算比では0.5億円、19年度比では0.8億
円と若干の減収となりました。これは主に、通信教育部で制度の見直しを行い、科
目等履修生が減少、学費収入も減少したこと等によるものです。
　手数料収入は、予算通りの3.7億円でしたが、前年度比では0.2億円の減少と
なっています。これは主に入学検定料の減収によるものです。
　寄付金収入は、厳しい経済状況の中、31億円もの寄付金を頂戴することができ
ました。誠に感謝に堪えません。
　補助金収入は、ほぼ予算どおりで、かつ昨年度とほぼ同額となりました。昨年度
に引き続き研究設備補助金を獲得し、またマルチメディア等補助金は3年ぶりの採
択となりました。
　資産運用収入は、運用規程に基づき定期的に資金会議を行い、理事会・常任理
事会の決裁、報告を経て、効率的な運用を行っています。国内債や仕組債での運
用をはじめ、先進国の国債等を組入れた投資信託等も取り組み、世界的な金融危
機と経済不況の状況下にもかかわらず、昨年度比で1.2億円の増収となりました。

以上により、帰属収入合計は、ほぼ予算どおりの決算額となりました。

　基本金組入額は、マルチメディア装置や工学部研究設備備品等の除却3.5億
円、グラウンド移転工事に伴う旧ラグビーグラウンドの除却3億円等が発生し、計13
億円の基本金組入れとなりました。

　消費収入の部合計は、予算では6.8億円の増額、また昨年度比では、12.2億円
の増額となりました。

　  支出の状況
　教職員数については、基本となる数を定め、計画に基づいて新規採用を行い、
これまで適正な規模を維持しています。本年度の人件費は、退職給与引当金へ
の繰入額が減少し、また定年退職者数が比較的多かったことなどで、定昇による
微増はあったものの、予算比1.6億円、昨年度比で1.2億円の減少となりました。
　教育研究経費支出は、教職大学院棟の建設等による減価償却額の増加、原
油高騰による光熱水費の増加がありましたが、修繕費の減少などで、ほぼ昨年度
並みとなりました。
　管理経費支出は、志願者確保等のための広報費や、光熱水費、減価償却費、
さらに委託費等が増加しました。一方、修繕費、手数料、備品費が事業の終了等
により減少し、合計では4.7億円の増額となりました。
　「百年に一度」と言われる世界的な金融危機、経済不況により、本学が保有す
る有価証券においても時価が下落した債券が確認され、不動産などの処分差額
と合わせると、資産処分差額は8.8億円になりました。
　支出全体としては、予算よりも6億円の増額、昨年度比では10億円の増額となり
ました。今後とも一層経費削減に努力し、教育・研究充実のための経費を十分に
確保したいと思います。

　  資産・負債および基本金組入れの状況　
　資産については、年度末に総合体育館、創大門・創大シルクロード（並木道）が
完成し、工学部棟の空調工事、寮周辺フェンス工事、グラウンド整備工事、教育用
機器備品の充実等、61.5億円増額しました。一方、旧太陽の丘グラウンドの除却、
創大門臨時駐車場の撤去、語学教室設備及び工学部研究設備備品等の除却
により7.5億円が減額し、その結果、第1号基本金組入合計は、54億円となりました。
　第2号基本金については、第1号基本金への振替で51億円が減少し、大教室
建設資金として寄付金3億円分を組入れました。また第３号基本金には7億円を
組入れ、基本金の部合計は13億円増額しました。
　負債では、日本私立学校振興・共済事業団からの借入金の返済などにより減
少し、財務の健全性を示す指標の一つである総負債比率（総負債／総資産）
は、昨年度と同じ5.2％となっています。負債の額も比率も低下の傾向で、財政の健
全性は維持されています。

　  奨学基金の状況　
　奨学基金（国際奨学基金、国際交流基金、奨学基金など）については、本年度
は7億円を繰り入れ、増額することができました。今後、さらに学生への奨学金支給
を充実していくためにも、奨学基金元本の拡充を図ってまいりたいと思います。

以上のとおり、本年度の消費収支差額は0.5億円の支出超過で、ほぼ消費収支の
均衡の状態となりました。ただし、設備の除却等臨時的なプラス要因もあり、今後と
も恒常的な財政健全化へ向けて引き続き経費の削減に取り組むとともに、さらに外
部資金・補助金等の獲得、また安全かつ効率的な資産運用による収入の確保に
努め、生き残りをかけた大学淘汰の厳しい時代を乗り越えていきたいと考えます。

帰属収入（A）
基本金組入額（B）
消費収入合計（C=A-B）
消費支出（D）
消費収支差額（C-D）

20年度
17,508
1,296
16,212
16,259
△47

19年度
20,739
5,745
14,994
15,255
△261

17年度
45,654
28,764
16,890
16,647
243

18年度
18,307
3,401
14,906
14,795
111

（百万円）
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（単位：千円）平成20年度　消費収支計算書

20年度
予算 決算 差異

19年度
決算科　    目

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
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雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計
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△69,740

0

△69,740

6,830,796

5,856,989
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109,266

0

15,254,665

△260,668

△4,498,657

△4,759,325

△116,641

33,700

(44,770)

470,080

(41,268)

△3,272

644,162

△23,384

0

1,004,645

213,509

△260,668

△47,159

前年度決算
との差異

消費支出の部
20年度

予算 決算 差異
19年度
決算科        目

人件費
教育研究経費
（減価償却額）
管理経費
（減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額等
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額

9,589,800

363,500

3,033,000

1,691,700

1,813,000

13,000,000

790,000

100,000

2,558,900

9,683,200

△2,796,600

5,686,195

45,512,695

9,540,143

365,357

3,056,543

1,686,650

1,860,282

27,606,046

740,296

160,072

2,971,421

9,140,998

△3,178,739

5,686,195

59,635,264

49,657

△1,857

△23,543

5,050

△47,282

△ 14,606,046

49,704

△60,072

△412,521

542,202

382,139

0

△ 14,122,569

9,618,359

385,475

6,389,467

1,698,260

1,736,187

20,347,972

730,408

114,027

3,014,653

9,180,966

△2,859,501

7,098,319

57,454,592

△78,216

△20,118

△3,332,924

△11,610

124,095

7,258,074

9,888

46,045

△43,232

△39,968

△319,238

△1,412,124

2,180,672

前年度決算
との差異

収入の部
（単位：千円）平成20年度　資金収支計算書

20年度
予算 決算 差異

19年度
決算科　     目

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

6,877,100

4,275,801

1,782,719

20,000

98,280

6,034,630

556,636

16,394,490

4,927,000

(34,356)

△1,700,000

6,246,039

45,512,695

6,785,380

4,044,186

1,956,901

19,867

93,840

5,873,236

401,777

32,514,838

4,862,990

0

△1,502,963

4,585,212

59,635,264

91,720

231,615

△174,182

133

4,440

161,394

154,859

△ 16,120,348

64,010

(34,356)

△197,037

1,660,827

△ 14,122,569

6,783,125

4,014,747

1,535,045

23,139

98,280

7,362,764

384,172

27,355,554

4,966,224

0

△754,653

5,686,195

57,454,592

2,255

29,439

421,856

△3,272

△4,440

△1,489,528

17,605

5,159,284

△103,234

0

△748,310

△1,100,983

2,180,672

前年度決算
との差異

支出の部
20年度

予算 決算 差異
19年度
決算科     　目

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

資産の部
（単位：千円）（単位：千円）

負債の部

基本金の部

消費収支差額の部

科　     目
固定資産
   有形固定資産
   　土地      
   　建物      
   　構築物   
   　教育研究用機器備品 
   　図書     
   　建設仮勘定
　その他の固定資産
   　有価証券        
   　保険積立金      
   　長期定期預金        
   　奨学金       
   　退職給与引当特定資産
   　減価償却引当特定資産
   　第2号基本金引当資産
   　第3号基本金引当資産
   　その他の固定資産
流動資産       
   　現金預金     
   　有価証券
   　その他
資産の部合計    

150,240,828

76,864,116

17,945,858

46,056,107

3,570,521

2,753,233

3,728,025

2,810,372

73,376,712

4,045,185

1,797,850

3,103,453

1,915,803

4,042,233

17,728,133

16,830,622

23,796,816

116,617

16,304,926

5,686,194

10,070,621

548,111

166,545,754

161,191,612

80,476,326

17,944,287

50,176,791

5,602,965

2,739,147

3,849,857

163,279

80,715,286

15,691,453

1,127,334

3,805,883

1,778,131

3,971,008

17,728,133

12,008,533

24,500,586

104,225

6,672,295

4,585,212

299,852

1,787,231

167,863,907

10,950,784

3,612,210

△1,571

4,120,684

2,032,444

△14,086

121,832

△2,647,093

7,338,574

11,646,268

△670,516

702,430

△137,672

△71,225

0

△4,822,089

703,770

△12,392

△9,632,631

△1,100,982

△9,770,769

1,239,120

1,318,153

科　     目
固定負債    
   長期借入金 
   退職給与引当金 
流動負債 
   短期借入金   
   短期未払金 
   前受金 
　その他
負債の部合計 

科　目
   第１号基本金 
   第２号基本金 
   第３号基本金 
   第４号基本金 
基本金の部合計 

科　目
翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差額の部合計

19年度末
4,717,813

675,580

4,042,233

3,957,895

93,840

644,268

3,014,653

205,134

8,675,708

19年度末 
120,988,553

16,814,002

23,796,816

1,030,000

162,629,371

19年度末 
4,759,325

△4,759,325

 

19年度末 
166,545,754

  20年度末
4,552,748

581,740

3,971,008

4,192,467

93,840

927,285

2,971,421

199,921

8,745,215

 20年度末 
126,386,057

12,008,533

24,500,586

1,030,000

163,925,176

 20年度末 
4,806,484

△4,806,484

 20年度末 
167,863,907

増減（20ー19）
△165,065

△93,840

△71,225

234,572

0

283,017

△43,232

△5,213

69,507

増減（20ー19）
5,397,504

△4,805,469

703,770

0

1,295,805

増減（20ー19）
47,159

△47,159

 

増減（20ー19）
1,318,153

平成20年度　貸借対照表

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計

尚、事業報告書を創価大学ホームページに掲載しております。

平成20年度
創価大学の事業および決算報告
Soka University’s Activities and Financial Statement for Fiscal 2008

財務担当理事 原島 健二
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　学校法人創価大学の平成20年度事業及び決算について、ご報告いたしま
す。経済状況の大変厳しい中にもかかわらず、多くの方々からご支援をいただき、
キャンパス整備計画・教育内容の充実整備も順調に推移しております。創価大学
を支えてくださるすべての方 に々深く感謝申し上げます。
　一方、経費節減には教・職員一体となり取り組んでおり、また科学研究費をはじ
め外部資金獲得にも積極的に挑戦を続けております。

　平成20年度は、待望の総合体育館、創大門・創大シルクロードが完成いたしました。
　翌21年度は、大教室・食堂棟が9月完成予定であり、新総合教育棟建設を目指し
て中央体育館の解体が始まる等、第2期キャンパス建設計画がいよいよ始まります。

　  財務状況の推移
ここ4年間の財務状況の推移は下記のとおりです。

　本年度の消費収入は、寄付金収入を除いては前年度並みの水準でした。また
消費支出は、管理経費の増額や資産処分差額などが増加しました。ただ、教育
用機器や旧グラウンドの除却により基本金組入れが縮小し、結果として消費収支
差額は、当初の予算どおりでほぼ均衡の状況となりました。
　今後とも、さらに経費削減の努力と収入増加に取り組み、学校法人会計基準
による“消費収支の均衡”を維持し、累積消費支出超過額（△48億円）の改善を目
指して、一層の努力を重ねてまいります。

　  収入の状況
　学生生徒等納付金（学費）収入は、予算比では0.5億円、19年度比では0.8億
円と若干の減収となりました。これは主に、通信教育部で制度の見直しを行い、科
目等履修生が減少、学費収入も減少したこと等によるものです。
　手数料収入は、予算通りの3.7億円でしたが、前年度比では0.2億円の減少と
なっています。これは主に入学検定料の減収によるものです。
　寄付金収入は、厳しい経済状況の中、31億円もの寄付金を頂戴することができ
ました。誠に感謝に堪えません。
　補助金収入は、ほぼ予算どおりで、かつ昨年度とほぼ同額となりました。昨年度
に引き続き研究設備補助金を獲得し、またマルチメディア等補助金は3年ぶりの採
択となりました。
　資産運用収入は、運用規程に基づき定期的に資金会議を行い、理事会・常任理
事会の決裁、報告を経て、効率的な運用を行っています。国内債や仕組債での運
用をはじめ、先進国の国債等を組入れた投資信託等も取り組み、世界的な金融危
機と経済不況の状況下にもかかわらず、昨年度比で1.2億円の増収となりました。

以上により、帰属収入合計は、ほぼ予算どおりの決算額となりました。

　基本金組入額は、マルチメディア装置や工学部研究設備備品等の除却3.5億
円、グラウンド移転工事に伴う旧ラグビーグラウンドの除却3億円等が発生し、計13
億円の基本金組入れとなりました。

　消費収入の部合計は、予算では6.8億円の増額、また昨年度比では、12.2億円
の増額となりました。

　  支出の状況
　教職員数については、基本となる数を定め、計画に基づいて新規採用を行い、
これまで適正な規模を維持しています。本年度の人件費は、退職給与引当金へ
の繰入額が減少し、また定年退職者数が比較的多かったことなどで、定昇による
微増はあったものの、予算比1.6億円、昨年度比で1.2億円の減少となりました。
　教育研究経費支出は、教職大学院棟の建設等による減価償却額の増加、原
油高騰による光熱水費の増加がありましたが、修繕費の減少などで、ほぼ昨年度
並みとなりました。
　管理経費支出は、志願者確保等のための広報費や、光熱水費、減価償却費、
さらに委託費等が増加しました。一方、修繕費、手数料、備品費が事業の終了等
により減少し、合計では4.7億円の増額となりました。
　「百年に一度」と言われる世界的な金融危機、経済不況により、本学が保有す
る有価証券においても時価が下落した債券が確認され、不動産などの処分差額
と合わせると、資産処分差額は8.8億円になりました。
　支出全体としては、予算よりも6億円の増額、昨年度比では10億円の増額となり
ました。今後とも一層経費削減に努力し、教育・研究充実のための経費を十分に
確保したいと思います。

　  資産・負債および基本金組入れの状況　
　資産については、年度末に総合体育館、創大門・創大シルクロード（並木道）が
完成し、工学部棟の空調工事、寮周辺フェンス工事、グラウンド整備工事、教育用
機器備品の充実等、61.5億円増額しました。一方、旧太陽の丘グラウンドの除却、
創大門臨時駐車場の撤去、語学教室設備及び工学部研究設備備品等の除却
により7.5億円が減額し、その結果、第1号基本金組入合計は、54億円となりました。
　第2号基本金については、第1号基本金への振替で51億円が減少し、大教室
建設資金として寄付金3億円分を組入れました。また第３号基本金には7億円を
組入れ、基本金の部合計は13億円増額しました。
　負債では、日本私立学校振興・共済事業団からの借入金の返済などにより減
少し、財務の健全性を示す指標の一つである総負債比率（総負債／総資産）
は、昨年度と同じ5.2％となっています。負債の額も比率も低下の傾向で、財政の健
全性は維持されています。

　  奨学基金の状況　
　奨学基金（国際奨学基金、国際交流基金、奨学基金など）については、本年度
は7億円を繰り入れ、増額することができました。今後、さらに学生への奨学金支給
を充実していくためにも、奨学基金元本の拡充を図ってまいりたいと思います。

以上のとおり、本年度の消費収支差額は0.5億円の支出超過で、ほぼ消費収支の
均衡の状態となりました。ただし、設備の除却等臨時的なプラス要因もあり、今後と
も恒常的な財政健全化へ向けて引き続き経費の削減に取り組むとともに、さらに外
部資金・補助金等の獲得、また安全かつ効率的な資産運用による収入の確保に
努め、生き残りをかけた大学淘汰の厳しい時代を乗り越えていきたいと考えます。

帰属収入（A）
基本金組入額（B）
消費収入合計（C=A-B）
消費支出（D）
消費収支差額（C-D）

20年度
17,508
1,296
16,212
16,259
△47

19年度
20,739
5,745
14,994
15,255
△261

17年度
45,654
28,764
16,890
16,647
243

18年度
18,307
3,401
14,906
14,795
111

（百万円）

1

3

4

5

2

増減（20ー19）　　　20年度末　　　19年度末

消費収入の部

9,589,800

363,500

3,074,000

1,691,700

1,813,000

40,000

790,000

100,000

17,462,000

△ 1,925,280

15,536,720

9,540,143

365,357

3,126,406

1,686,650

1,860,282

22,812

740,296

166,010

17,507,956

△1,295,805

16,212,151

49,657

△1,857

△52,406

5,050

△47,282

17,188

49,704

△66,010

△45,956

△629,475

△675,431

9,618,359

385,475

6,423,366

1,698,260

1,736,187

16,191

730,408

130,493

20,738,739

△ 5,744,741

14,993,998

△78,216

△20,118

△3,296,960

△11,610

124,095

6,621

9,888

35,517

△3,230,783

4,448,936

1,218,153

前年度決算
との差異

（単位：千円）平成20年度　消費収支計算書

20年度
予算 決算 差異

19年度
決算科　    目

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

6,877,100

6,081,400

(1,805,600)

2,472,119

(689,400)

20,000

100,000

103,000

(32,720)

15,653,619

△116,899

△4,759,325

△4,876,224

6,714,155

5,890,689

(1,837,626)

2,661,268

(697,455)

19,867

887,449

85,882

0

16,259,310

△47,159

△4,759,325

△4,806,484

162,945

190,711

(32,026)

△189,149

(8,055)

133

△787,449

17,118

(32,720)

△605,691

△69,740

0

△69,740

6,830,796

5,856,989

(1,792,856)

2,191,188

(656,187)

23,139

243,287

109,266

0

15,254,665

△260,668

△4,498,657

△4,759,325

△116,641

33,700

(44,770)

470,080

(41,268)

△3,272

644,162

△23,384

0

1,004,645

213,509

△260,668

△47,159

前年度決算
との差異

消費支出の部
20年度

予算 決算 差異
19年度
決算科        目

人件費
教育研究経費
（減価償却額）
管理経費
（減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額等
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額

9,589,800

363,500

3,033,000

1,691,700

1,813,000

13,000,000

790,000

100,000

2,558,900

9,683,200

△2,796,600

5,686,195

45,512,695

9,540,143

365,357

3,056,543

1,686,650

1,860,282

27,606,046

740,296

160,072

2,971,421

9,140,998

△3,178,739

5,686,195

59,635,264

49,657

△1,857

△23,543

5,050

△47,282

△ 14,606,046

49,704

△60,072

△412,521

542,202

382,139

0

△ 14,122,569

9,618,359

385,475

6,389,467

1,698,260

1,736,187

20,347,972

730,408

114,027

3,014,653

9,180,966

△2,859,501

7,098,319

57,454,592

△78,216

△20,118

△3,332,924

△11,610

124,095

7,258,074

9,888

46,045

△43,232

△39,968

△319,238

△1,412,124

2,180,672

前年度決算
との差異

収入の部
（単位：千円）平成20年度　資金収支計算書

20年度
予算 決算 差異

19年度
決算科　     目

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

6,877,100

4,275,801

1,782,719

20,000

98,280

6,034,630

556,636

16,394,490

4,927,000

(34,356)

△1,700,000

6,246,039

45,512,695

6,785,380

4,044,186

1,956,901

19,867

93,840

5,873,236

401,777

32,514,838

4,862,990

0

△1,502,963

4,585,212

59,635,264

91,720

231,615

△174,182

133

4,440

161,394

154,859

△ 16,120,348

64,010

(34,356)

△197,037

1,660,827

△ 14,122,569

6,783,125

4,014,747

1,535,045

23,139

98,280

7,362,764

384,172

27,355,554

4,966,224

0

△754,653

5,686,195

57,454,592

2,255

29,439

421,856

△3,272

△4,440

△1,489,528

17,605

5,159,284

△103,234

0

△748,310

△1,100,983

2,180,672

前年度決算
との差異

支出の部
20年度

予算 決算 差異
19年度
決算科     　目

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

資産の部
（単位：千円）（単位：千円）

負債の部

基本金の部

消費収支差額の部

科　     目
固定資産
   有形固定資産
   　土地      
   　建物      
   　構築物   
   　教育研究用機器備品 
   　図書     
   　建設仮勘定
　その他の固定資産
   　有価証券        
   　保険積立金      
   　長期定期預金        
   　奨学金       
   　退職給与引当特定資産
   　減価償却引当特定資産
   　第2号基本金引当資産
   　第3号基本金引当資産
   　その他の固定資産
流動資産       
   　現金預金     
   　有価証券
   　その他
資産の部合計    

150,240,828

76,864,116

17,945,858

46,056,107

3,570,521

2,753,233

3,728,025

2,810,372

73,376,712

4,045,185

1,797,850

3,103,453

1,915,803

4,042,233

17,728,133

16,830,622

23,796,816

116,617

16,304,926

5,686,194

10,070,621

548,111

166,545,754

161,191,612

80,476,326

17,944,287

50,176,791

5,602,965

2,739,147

3,849,857

163,279

80,715,286

15,691,453

1,127,334

3,805,883

1,778,131

3,971,008

17,728,133

12,008,533

24,500,586

104,225

6,672,295

4,585,212

299,852

1,787,231

167,863,907

10,950,784

3,612,210

△1,571

4,120,684

2,032,444

△14,086

121,832

△2,647,093

7,338,574

11,646,268

△670,516

702,430

△137,672

△71,225

0

△4,822,089

703,770

△12,392

△9,632,631

△1,100,982

△9,770,769

1,239,120

1,318,153

科　     目
固定負債    
   長期借入金 
   退職給与引当金 
流動負債 
   短期借入金   
   短期未払金 
   前受金 
　その他
負債の部合計 

科　目
   第１号基本金 
   第２号基本金 
   第３号基本金 
   第４号基本金 
基本金の部合計 

科　目
翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差額の部合計

19年度末
4,717,813

675,580

4,042,233

3,957,895

93,840

644,268

3,014,653

205,134

8,675,708

19年度末 
120,988,553

16,814,002

23,796,816

1,030,000

162,629,371

19年度末 
4,759,325

△4,759,325

 

19年度末 
166,545,754

  20年度末
4,552,748

581,740

3,971,008

4,192,467

93,840

927,285

2,971,421

199,921

8,745,215

 20年度末 
126,386,057

12,008,533

24,500,586

1,030,000

163,925,176

 20年度末 
4,806,484

△4,806,484

 20年度末 
167,863,907

増減（20ー19）
△165,065

△93,840

△71,225

234,572

0

283,017

△43,232

△5,213

69,507

増減（20ー19）
5,397,504

△4,805,469

703,770

0

1,295,805

増減（20ー19）
47,159

△47,159

 

増減（20ー19）
1,318,153

平成20年度　貸借対照表

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計

尚、事業報告書を創価大学ホームページに掲載しております。

平成20年度
創価大学の事業および決算報告
Soka University’s Activities and Financial Statement for Fiscal 2008

財務担当理事 原島 健二
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卒業生の活躍

「建学の理念を胸に！」 社会で活躍する卒業生
特集1

座談会

開学25年、新たな飛躍を期して第2章へ 創価女子短期大学
特集2

創大ホームページ  丹木の歳時記より

構内に咲く紫陽花「文学の池」の睡蓮

歓迎フェスティバル 受験相談コーナー

Snapshots from Tangi

2009年

7月26日
2009年

9月20日
主な企画（予定）

日　程

OPEN CAMPUS 2009
毎年好評のオープンキャンパスを今年も開催します。

ふるってご参加下さい！

※実施学科：経済学科・経営学科・生命情報工学科・環境共生工学科

平成22年度入学試験日程決まる！
創 価 大 学

AO入試

公募推薦入試

センター試験利用入試・一般入試

出願期間（郵送のみ）
第1次選考合格発表日
第2次選考日
第2次選考合格発表日

出願期間（郵送のみ）
試験日
合格発表日

経済学科

法律学科

教育学科

児童教育学科

経営学科

人間学科

情報システム工学科

生命情報工学科

環境共生工学科

出願期間（郵送のみ）

試
　
験
　
日

合格発表日

平成21年9月7日（月）～11日（金）

平成21年10月8日（木）

平成21年10月18日（日）

平成21年10月28日（水）

平成21年11月2日（月）～10日（火）

平成21年11月21日（土）

平成21年12月2日（水）

平成22年1月4日（月）
～15日（金）

平成22年1月4日（月）
～28日（木）

平成22年1月16日（土）
・17日（日）

に実施される
大学入試センター試験
を受験してください

平成22年2月13日（土）

センター試験利用入試 一般入試

平成22年2月8日（月） 平成22年2月22日（月）

平成22年2月14日（日）

平成22年2月15日（月）

歓迎フェスティバル/キャンパスバスツアー/入試問題「傾向と対策講座（英
語・国語）/模擬授業（学科ガイダンス含む）/入試ガイダンス/保護者説明会/
受験相談コーナー/学食体験（有料）/本部棟自由見学/各施設見学/ビデオ
上映コーナーなど。その他記念品・資料等多数配布。

日

2009年

7月19日
2009年

8月23日

日

日 日

2010年

3月22日祝

事前申込不要、入退場自由

開催時間

創価女子短期大学
公募推薦入試

出願期間（郵送のみ）
試験日
合格発表日

平成21年10月28日（水)～11月6日（金）

平成21年11月14日（土）

平成21年11月20日（金）

一般入試

出願期間（郵送のみ）
試験日
合格発表日

平成22年1月4日（月）～22日（金）

平成22年2月5日（金）

平成22年2月12日（金）

10：00～17：00

創価大学キャンパスガイド2010
創価女子短期大学ガイドブック2010

創価大学・創価女子短期大学の受験生用
パンフレット（2010年度版）が完成しま
した！請求方法は以下の通りです。入試
要項（願書）も請求いただけます。ぜひお
取り寄せください。

          050-2015-0555

　                 が便利です。
以下に電話し、資料番号等を登録してください。

キャンパスガイドや
入試要項（願書）のお申し込みは・・・

※IP電話への通話ができない場合および話し中の場合は、06-6222-0102へおかけください。

「大学キャンパスガイド2010」・・・・・・・・・・151891
「短大ガイドブック2010」・・・・・・・・・・・・・174150
「過去の入試問題集（1年間分）」・・・・・・・・・・157070（短大含む）
「入試要項（願書）」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・160189（短大479409）
「AO入試要項」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・610950
●インターネット・携帯電話（http://telemail.jp）からも請求できます。

資料番号

完成！

IP電話番号

Soka University News 62号

編集部からのお知らせ 5月18日、創立者 池田大作先生に、英国・クイーンズ大学名誉博士号が授与されました。写真はスピーチする創立者。編集部では読者の皆様の声を募集しております。感想などがありましたら、以下までお寄せください。これからも充実した誌面づくりに努めてまいりますので、何卒よろしく
お願いいたします。 ※皆様からいただきました感想などは「読者の声」の欄で紹介させていただく場合があります。  FAX：042-691-9300　E-mail：hiroba@soka.ac.jp

●編集発行／Soka Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｎｅｗｓ 編集委員会　●発行責任者／田代 康則　●編集長／藤本 英一
〒192-8577 東京都八王子市丹木町1丁目236番地　Ｔｅｌ.042（691）2215　Ｆａｘ.042（691）9300　ホームページ／ http://www.soka.ac.jp　2009年7月3日発行
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